
広島大学 エネルギー超高度利用研究拠点 ニュースレター

No.研究拠点関係者紹介

［編集・発行］
広島大学 エネルギー超高度利用研究拠点

〒739-8511 広島県東広島市鏡山1-3-2
広島大学学術・社会連携室URA部門内 HU-ACE拠点事務
e-mail: hu-ace-info@ml.hiroshima-u.ac.jp,  tel:082-424-4425
拠点ホームページ： https://hu-ace.hiroshima-u.ac.jp/

広島大学 エネルギー超高度利用研究拠点 ニュースレター

Vol.             
2020.10

Vol. 46

研究拠点の動き

NEDO事業が採択されました

2020年10月 5日 第88回広島大学バイオマスイブニングセミナーを共催しました。

2020年10月16日 第50回拠点運営会議（拡大）を開催しました。

2020年10月17-18日 市川教授が放送大学にて「面接授業」としての講義を提供しました。

2020年10月24日 総合科学研究科第6回公開シンポジウム「持続可能社会－里山とエ
ネルギーと地域」を共催しました。

石炭･石油火力発電は我が国のエネルギー･発電供給量の4割強を占めていますが、排出され
るCO2は削減対象とされる温室効果ガスの大半を占めており、そのリサイクル技術の確立が喫
緊の課題となっています。 このたび、本拠点メンバー（秋・中島田）が提案した「Gas-to-Lipidsバ
イオプロセスの開発」が、NEDO「カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発／ＣＯ２有効
利用拠点における技術開発／研究拠点におけるＣＯ２有効利用技術開発・実証事業／研究拠
点におけるＣＯ２有効利用技術開発・実証事業」に採択されました。 本事業では、暗所で高速･
高密度培養が可能な複数の微生物を組み合わせた複合発酵法を確立して、発電排出ガス
(Gas)から高付加価値脂質や化成品の原料油脂(Lipids)を生産することにより、CO2を再資源化
する新規バイオプロセスの開発を目指します。
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アルカリ金属元素の機能性を引き出す
–熱化学水素製造，NH3合成技術の創出–
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化石燃料由来の二酸化炭素排出量の削減，或いは将来的なエネルギー問題への対策として，自然エネルギー

の利用拡大は急務です。これら変動的且つ局在的なエネルギーに基づいた持続可能なエネルギーシステムを構築

するためには，エネルギー媒体である水素，及び水素より高密度化が容易なアンモニア等のエネルギーキャリアへ

の変換技術をはじめとした種々の物質変換技術が必要不可欠です。

当研究グループでは，リチウム(Li)やナトリウム(Na)といったアルカリ金属元素の高反応性，低融点といった機能

性に注目し，これらを材料科学的に制御することで，これまでにない革新的な物質変換技術の創出を目指していま

す。 特に，既存の技術(900-1500 C)よりも低温(500-600 C)で制御可能な熱化学水素製造技術や小型分散型ア

ンモニア合成技術に関する実験的な研究を実施しています。

図1 Na redox cycleを用いた低温熱化学水素製造技術

図2 Li合金を用いた擬触媒的NH3合成プロセス

Naの酸化還元反応を600 C以下の熱エネル

ギーで制御し水を分解して水素を製造する技術(図

1)を提案し，その反応特性評価及び実現可能性に

ついて検討しています。一般に酸化物の熱分解に

は，その熱力学的安定性から1000 C以上の温度

が必要とされることが多いですが，融点が約98 C

であるNaを用いた場合，蒸発及び凝集といった相

変化を利用することでエントロピー変化を増大(熱力

学平衡を変化)させ，反応温度を低温化できると考

えられます。実験では，上述の熱力学制御を行うこ

とにより，600 C以下という低温の熱エネルギーで

水分解反応が進行する可能性が示唆されています。

Liの有する高い窒素解離能と高い拡散性といっ

た機能性を利用したアンモニア合成技術(図2)を提

案し，その特性を実験的に評価しました。その結果，

Li合金を用いた多段階の反応を用いることで，常圧

下でNH3合成が可能であることが示されました。

解離 合成 再生

入口
低温熱 水素

高温

低温


